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業績予想の修正および剰余金の配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成21年7月17日に公表しました業績予想および剰余金の配当予想を下記 

のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 

 １. 業績予想の修正 

(1) 平成22 年5月期第2四半期連結累計期間連結業績（平成21年6月1日～平成21年11月30日） 

                                                    （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益

  円  銭

 前回発表予想（Ａ） 104,880 690 670 20 55  76  

 今回修正予想（Ｂ） 92,060 900 930 △1,690 － 

 増減額（Ｂ－Ａ） △12,820 210 260 △1,710 － 

 増減率（％） △12.2 30.4 38.8 －  － 

（参考）前期第2四半期実績 

（平成21年5月期第2四半期） 116,086 1,598 1,803 203 521 44 

 

  (2) 平成22年5月期 通期連結業績（平成21年6月1日～平成22年5月31日） 

                                                       （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

  円  銭

 前回発表予想（Ａ） 224,390 3,540 3,690 1,010 2,816 12  

 今回修正予想（Ｂ） 191,700 3,000 3,300 200 551 50   

 増減額（Ｂ－Ａ） △32,690 △540 △390 △810 －

 増減率（％） △14.6 △15.3 △10.6 △80.2             －

（参考）前期実績 

（平成21年5月期） 218,699 2,850 3,361 312 834 30 

 

 

 



 (3) 修正の理由               

第 2 四半期連結累計期間の業績予想につきましては、人材派遣事業では新規受注が下げ止まるなど

回復の兆しが見られるものの本格的な売上増加には至らず、人材紹介事業も需要低迷が続くなど厳し

い状況が続き、売上高は期初計画未達の見込みとなりました。 
一方、再就職支援事業の大幅な需要増による利益底支えに加え、募集費・人件費等を中心とした 

販管費の大幅削減の結果、営業利益、経常利益は計画を上回る見込みとなりました。 

しかしながら、連結子会社の少数株主利益割合が増加したことに加え、一部赤字子会社の繰延税金

資産の回収可能性の見直しに伴い、四半期純損失は1,690百万円となる見通しです。 
 

また、通期業績予想につきましては、需要回復の兆しは見られるものの、その足取りは期初の想定

よりも遅れていることから、足元の業績動向を踏まえ、通期につきましても売上計画を下方修正す

ることといたしました。引き続き、第 3四半期以降も一層のコスト削減に努めますが、売上計画の未

達による売上総利益の減少を埋めるには至らず、営業利益、経常利益、当期純利益についても下方修

正することといたしました。 

尚、本日公表いたしましたグループ会社再編に伴い、当該子会社が決算期を変更し、14ヶ月の変則

決算をすることとなります。これら会社再編に伴う業績への影響については今回発表の業績予想に 

織り込んでおります。 

 

 2．配当予想の修正 

1. 修正の内容 

1株当たり配当金  

第2四半期末 期末 年間 

前回予想 （平成21年7月17日公表） 600円 650円 1,250円 

今回修正予想   0円 未定 未定 

前期実績（平成21年5月期） 600円 650円 1,250円 

 

 2. 理由 

 当社は業績に応じた株主還元を実施することを基本方針として、連結配当性向25％を目標とし、 

同時に継続的かつ安定的な配当の維持に努めております。 

第2四半期累計期間は営業利益、経常利益は期初予想を上回る見通しではありますが、繰延税金 

資産の取り崩し等に伴い、四半期連結純損失となる見込みです。 

 かかる状況に鑑み、経営資源を事業活動に集中させることにより業績回復を最優先させていただ

きたく、誠に遺憾ではございますが中間配当を見送らせていただくことといたしました。 

 また期末配当予想につきましては、現時点では未定とし、実施の可否および配当金額につきまして

は、今後の業績動向を見極めたうえで改めて公表させていただきたいと存じます。 

      

 

※上記の予想は現時点で得られた情報に基づいて算定したものであり、実際の業績はさまざまな要因に

よって異なる結果となる可能性があることにご留意ください。          

以 上 


